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SDGs 各種産業洗浄分野でのファインバブル技術の社会実装化による「節水」事例

テーマ：流水洗浄にファインバブルを用いた効果検証
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図１ 実験系 図２ 洗浄時間に対する除去率

一般家庭で流水を用いた洗浄は日常的におこなわれているものの、洗浄に使用された水はそのまま排水

として捨てられている（令和元年度の東京都水道局による調査では、１人あたり１日に平均214L程度

（２Lのペットボトルで107本分）の水を使用していることが報じられている）。そのため、一般家庭に

おける流水洗浄の節水（洗浄の効率化）は、SDGs実現に極めて重要である。

図１のような流水洗浄の模擬的装置を作製し、油分除去に対するファインバブル FB（マイクロバブル＋

ウルトラファインバブル）、ウルトラファインバブル UFB の効果を原水（イオン交換水）と比較した。

その結果、図２に示すように油分除去効果は原水 < UFB < FBとなり、原水で１５分間かかる除去値が

FBでは５分で得られるといった洗浄効果の向上（節水技術）を確認した。

図１の装置での油分面を確認したところ、油分表面にバブルが付

着し、さらに流水によって転がりながら油をまとい（油分）を除

去している挙動を確認した（図３）。

（株）サイエンス ミラバス・ミラブル

本実験系では

■節水量 ファインバブルの導入で１/３の時間短縮

図３ 油分除去の様子


